
大阪府環境保全活動補助金

民間団体の環境活動に対し、上限３０万円の補助をする制度です！！

ご応募の際にお願いすること

募集内容のご案内
大阪府では、府内で活動している民間団体の環境保全
活動を支援することを目的に、

１．地球温暖化防止活動や環境美化活動などの実践活動
２．環境イベントや出前講座、講演会などの環境啓発活動
３．環境問題に関する調査研究活動

のうち、その内容が先進的で他の模範となる環境保全
活動に対し、補助対象経費の一部を補助しています。

○募集期間：平成２３年５月１３日まで
○補助金額：補助対象経費の２分の１以内で、上限３０万
円、下限１０万円の範囲

平成２３年度 大阪府

環境保全活動補助事業を募集します

「申込書・事前問診票」（光熱費、ライフスタイル等）
のご提出（10分程度で記入できるものです）

診断時、うちエコ診断員による立ち会い
（時間目安：３0分～４０分程度）

募集期間　平成２３年３月２３日（水）～平成２３年５月１３日（金）※土・日・祝日を除く
受付時間　午前９時００分～午後５時３０分

○補助対象となる団体

次の要件を満たしていることが必要です。ただし、政治活

動や宗教活動、営利活動を目的としている団体は対象に

なりません。また、補助金を受けることができるのは、１団

体につき３年間もしくは３回が限度です。

　　　・主として府内で活動していること。

　　　・定款、寄附行為または規約等を有し、団体として

の意思決定により事業執行ができること。

　　　・独立した経理の機能が確立しており、代表者が明

らかであること。

　　　・団体の本拠として事務所を府内に有すること。

○補助対象となる経費

補助の対象となる経費は、謝金、旅費、消耗品等の購入

費、印刷費、郵送費、運搬費、使用料及び賃借料です。た

だし、飲食費や運営費等は除かれます。

○補助金の額

補助の対象となる経費の２分の１以内で、１団体当たり上

限３０万円、下限１０万円の範囲で補助します。

申請様式は、下記のホームページからダウンロードするか、問い合わせ先までご請求ください。

http://www.pref.osaka.jp/chikyukankyo/katsudo/hojyokin.html

大阪府環境農林水産部　みどり・都市環境室　地球環境課　環境活動推進グループ
〒５５９－８５５５　大阪市住之江区南港北１－１４－１６　大阪府咲州庁舎２２階
TEL 06-6210-9549　FAX 06-6210-9551

入手先
問い合わせ先

申請様式を入手先・問い合わせ先

募集期間

補助金額

補助対象
となる経費

応募方法

平成２３年５月１３日まで

補助対象経費の２分の１以内で、上限
３０万円、下限１０万円の範囲

謝金、旅費、消耗品等の購入費、印刷費、郵
送費、運搬費、使用料及び賃借料です。た
だし、飲食費や運営費等は除かれます。

補助を受けようとする団体は、申請様式を入
手し、必要事項を記入の上ご提出ください。※ 申請内容をもとに、審査会の審査により補助団体を決定します。
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大阪府のエコアクションキャラクター
『モットちゃん（イヌ）』『キットちゃん（サル）』です。 
イベントなどで、環境にやさしい行動（エコアクション）を伝えています。 

特　集

無料

継続して購読されたい方は、1期（４号：年４回発行）送付分の切手、１２０円分４枚をご用意いただき、郵便番号、住所、氏名、
電話番号、何号分から送付をご希望かを記入のうえ、大阪府地球温暖化防止活動推進センターまで郵送にてお送りください。
●あて先　〒５４１-００５４　大阪市中央区南本町２-１-８　財団法人大阪府みどり公社　大阪府地球温暖化防止活動推進センター
お近くの市町村（環境担当部署）、消費者生活センター、府立図書館、府民情報プラザなどでも配布しております。

「えこっと」は地球環境を守るために、私たちの暮らしをちょこっと（少し）だけ、えーこと（良いこと：やさしい）、エコロジカルにしようと、
大阪言葉を交えた意味を込めています。

『えこっとOSAKA』を
購読しませんか？

アンケートにぜひお答えください。抽選で下記商品をプレゼントします！

どこで「えこっとOSAKA」を手に取りましたか？Q1

今後取り上げて欲しい内容を教えてくださいQ2

本誌を読んで環境に対する考え方に変わった事はありますか？Q3

E-mail:ecotto@w-hearts.jp
○当選者発表は商品の発送をもってかえさせていただきます

※ファックスされる際は送信面の向きにご注意ください。

FAX.06-6399-9550

住　所

氏　名 男 ・ 女 年齢　　　才 TEL

○お答えいただいた内容や個人情報は、「えこっとOSAKA」の誌面制作の目的以外に一切使用いたしません

FAX

Present!Present!

　

永
和
信
用
金
庫
（
小
林
泰
理
事
長
大
阪
市
浪
速
区
）
で

は
、
個
人
向
け
定
期
積
金「
え
い
わ
エ
コ
定
期
積
金
」を

８
月
２
日（
月
）〜
９
月
30
日（
木
）の
期
間
、
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
客
さ
ま
に
地
球
環
境
問
題
を
訴
え
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

勧
誘
時
に
定
期
積
金
の
主
旨
を
説
明
し
、
ま
た
契
約
高
の

0
・
0
2
％
相
当
額
を
、
同
庫
が
契
約
者
の
負
担
な
し
で

大
阪
府
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に

寄
附
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

環
境
保
護
活
動
の
選
択
肢
と
し
て
、
同
庫
の
環
境
問
題

へ
の
取
組
み
に
ぜ
ひ
ご
賛
同
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
永
和
信
用
金
庫
窓
口
、
担
当
者
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

え
い
わ
エ
コ
定
期
積
金

募
集
開
始

永
和
信
用
金
庫

http
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w
w
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-shinkin.co.jp/

お
取
扱
期
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平
成
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２
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木
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０
６-
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６
３
３-
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８
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永
和
信
用
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業
務
部

編集後記

昔からずっと、これからも。トクして学ぶ、エコマガジン。

大阪府地球温暖化防止活動推進センター
情報誌
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ただいま
募集中！

「生駒山－歴史・文化・自然にふれる－」
（生駒山系歴史文化研究会 著）
プレゼント！

おおさか自転車マップ
プレゼント！

3名様

　竹炭の塩素吸着力は備長炭より優れています。佐野
工科高校で製造された竹炭を、アンケートにお答えいた
だいた方から抽選で３名にプレゼントします。
　消臭力に優れているので下駄箱に入れてカビ臭消し
に。湿気吸収力も優れているので、水回りの脱臭剤とし
てもおすすめです。砕いて菜園用土に混ぜると、土の
養分が増して、作物の生育が良くなります。

環境学習出前講座のご案内

中央エリア版

ご応募はファックス、またはメールで
締切り●平成23年4月29日（祝・金）まで

または

「エコあらかると」
http://www.epcc.pref.osaka.jp/eco/http://www.epcc.pref.osaka.jp/eco/

大阪府では、企業やＮＧＯ／ＮＰＯ、民間団体、行政などが保有する環境教育プログラム等の環境資源情報をデータベース化し、子供から
大人まで幅広く、府内の環境資源情報を利用して積極的に環境活動に取り組んでいただくことを目的にポータルサイトを開設しました。

今すぐアクセスしよう！

エコな活動をしてみたい。

自然と触れ合いたい。

環境活動の輪を広げたい。

環境教育のノウハウを知りたい。

…と思っている方は、ぜひアクセスしてください！

大阪府環境農林水産部地球環境課
環境活動推進グループ
TEL:06-6944-6710
E-mail：midorikankyo-g02@sbox.pref.osaka.lg.jp

●お問合せ

◆大阪府地球温暖化防止活動推進センターからのお知らせ

センターの事業予定についてセンターの事業予定について

▽

推
進
員
派
遣
事
業

大
阪
府
域
の
小
学
校
等
に
お
い
て
、地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
に
よ
る
出
前
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
者
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、効
果

を
測
定
し
、事
業
の
評
価
を
行
い
ま
す
。

▽

団
体
連
携
強
化
事
業

日
本
万
博
記
念
基
金
を
活
用
し
た
環
境
活
動
団
体
の
取

組
み
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
期
：
平
成
22
年
11
月
中
旬（
予
定
）

開
催
場
所
：
万
博
記
念
公
園

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て
、事
業
参
加

団
体
の
公
募
を
行
い
ま
す
。（
８
月
以
降
予
定
）

提供：大阪府立佐野工科高等学校

●大阪府地球温暖化防止活動推進員●

マスコットキャラクター
「エコたま」

備長炭より優れもの！
竹炭をプレゼント！
備長炭より優れもの！
竹炭をプレゼント！

　大阪府地球温暖化防止活動推進センターでは、温暖化問題に関する地域の多様なニーズにこたえるため、
大阪府地球温暖化防止活動推進員を出前講師として派遣しております。学校の授業や地域での学習会、市町
村が実施する啓発事業等にご活用下さい。

な
に
わ
の
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

温
暖
化
大
作
戦
大
発
表
会

リ
ポ
ー
ト！！

特

集

家庭から出ているCO2を専用ソフトで診断します！！

申込書・事前問診票の入手・送信先

ご応募の際にお願いすること募集内容の案内
応募資格

募集定員

診 断 料

診断申込期間

申込方法

ファミリー世帯（単身世帯以外）で、省エネに
取り組む意欲をお持ちの方

２００世帯（訪問診断）

無　料

２０１０年１０月１日～２０１１年２月末日
※募集定員に到達次第締め切ります。

「申込書・事前問診票」に必要事項を記載
し、ＦＡＸ又はE-mailで申し込みください。

うちエコ診断希望者募集要項

「申込書・事前問診票」（光熱費、ライフスタイル等）
のご提出（10分程度で記入できるものです）

診断時、うちエコ診断員による立ち会い
（時間目安：３0分～４０分程度）

うちエコ診断実施後の各アンケートへの記載のご協力 お申込者様には、後日、担当から日程調整のお電話をさせていただきます。

○一度の診断で、診断から結果の説明、省エネ提案のすべてを
　行います。

○診断日時はモニター様のご都合に合わせ休日を含め
　調整いたします。なるべくご家族全員でお立ち会いくだ
　さい。また集会所等、ご自宅以外でもうちエコ診断は
　可能です！！

申込書・事前問診票は、大阪府みどり公社 大阪府地球温暖化防止活動推進センターのホームページからダウンロードできます。

※お申込に関するお問合せは、財団法人大阪府みどり公社内 大阪府地球温暖化防止活動推進センター 担当：奥出まで

http://osaka-midori.jp/ondanka-c/uchieco/index.html

FAX 06-6266-8665　E-mail center@osaka-midori.jp

入手先
送信先

○出前講師派遣の流れ○

講座実施

講師派遣の条件面については、主催者と講師との間でご相談ください。講師との打ち合わせ

申込書の内容と合った講師を事務局でマッチングし、ご紹介いたします。
こちらをご参照下さい。 http://osaka-midori.jp/ondanka-c/demae/ 講師の紹介

大阪府地球温暖化防止活動推進センターか、お近くの市町村の環境担当部署にお問い合
わせいただき、「環境学習出前講座のご案内」を入手してください。申込書にご希望の
プログラム、学習テーマなどをご記入の上、事務局までお送り下さい。

申込書の送付

大阪府地球温暖化防止活動推進センター TEL.06－6266-1271 担当：赤坂

低炭素杯２０１１－低炭素地域づくり
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・
・・
・・
・・
・・
・・・

・・

Report

ストップ温暖化大賞
全国
フォーラム

補助対象となる団体の詳細、そのほか詳しくはこちら http://www.pref.osaka.jp/chikyukankyo/katsudo/hojyokin.html

● 500g,袋詰め
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特　集

毎月16日は「ストップ地球温暖化デー」
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平
成
18
年
４
月

か
ら
集
落
全
世
帯

で
C
O
2
の
削
減
活

動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

各
家
庭
か
ら
毎
月

提
出
さ
れ
る
実
績

デ
ー
タ
を
も
と
に
、C
O
2
発
生
量
と
光
熱

費
を
捉
え
、目
標
に
対
し
省
エ
ネ
活
動
の
結

果
が
ど
う
だ
っ
た
か
、各
家
庭
と
集
落
全
体

で
評
価
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て
い

ま
す
。国
が
進
め
る
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を

集
落
全
世
帯
で
目
指
す
活
動
で
す
。

　

受
賞
し
た
４
団
体
は
、長
年
に
わ
た
り
取

組
み
を
継
続
す
る
こ
と
で
、C
O
2
の
削
減

効
果
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的
な
成
果
を

挙
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
取
組
み
が
ま
す
ま
す
発
展
す

る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
！

　

サ
ポ
ー

タ
ー
企
業
に

使
用
し
て
も

ら
う「
間
伐
に

寄
与
す
る
紙
」

を
印
刷
用
紙

と
し
て
使
用

し
て
も
ら
い
、

紙
代
に
上
乗

せ
し
た
支
援
費
の
全
額（
15
円
／
kg
）を
間
伐
材

利
用
の
促
進
に
充
当
す
る
新
た
な
仕
組
み
で
す
。

　

現
在
、関
西
を
含
め
た
４
地
域
で
２
０
７

社
が
参
加
し
、紙
の
使
用
量
は
８
３
５
t
／

年
に
お
よ
び
、58　

／
年
の
間
伐
を
促
進
し
、

４
９
１
t
―

C
O
2
／
年
を
吸
収
す
る
元
気

な
森
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ム
は
海
外
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
、平
成

23
年
度
か
ら
京
都
府
立
学
校
で
の
利
用
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
里
山
」に
は
び
こ
る
竹
と
、林
業
地
で
あ
る

大
分
県
日
田
地
方
に
大
量
に
産
出
さ
れ
処
理
に

困
っ
て
い
る
樹
皮（
パ
ー
ク
）を
原
料
と
し
た
全

く
新
し
い
形
の
フ
ァ
イ
バ
ー
ボ
ー
ド
を
開
発
。

接
着
剤
を
使
用
し
な
い
た
め
安
全
で
、J
I
S

規
格
に
も
合
格
。

　

地
域
や
竹
産
業
工

業
会
、研
究
機
関
、企

業
と
連
携
を
持
ち
な

が
ら
、学
校
か
ら
技
術

情
報
を
発
信
し
、地
域

の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

都
市
温
暖
化
防

止
に
は
、建
物
の
屋

上
緑
化
が
効
果
的

で
す
。し
か
し
建
物

荷
重
の
問
題
、帰
化

植
物
の
問
題
や
水

消
費
の
問
題
は
普

及
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。研
究
班

で
開
発
し
た
緑
化
シ
ス
テ
ム
は
、ノ
シ
バ
の

特
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、土
壌
を
不
要

と
し
軽
量（
37
㎏/

㎡
）化
を
実
現
、さ
ら
に
通

常
の
１
／
２
の
水
使
用
量
で
す
む
画
期
的
な

シ
ス
テ
ム
で
す
。そ
し
て
各
地
域
に
自
生
す

る
ノ
シ
バ
を
利
用
で
き
る
技
術
を
開
発
し
外

来
種
問
題
も
解
決
し
ま
し
た
。こ
の
シ
ス
テ

「エコたま」

日　時　：平成２２年１１月６日（土）１３時３０分から１５時３０分まで
会　場　：中央無料休憩所　2階（万博記念公園内　上の広場） 

低
炭
素
杯
２
０
１
１―

低
炭
素
地
域
づ
く
り
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

大阪代表に決まったのは…

□

取
組
み
紹
介

マスコットキャラクター
「エコたま」

生
物
多
様
性
の
重
要
性

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
集
落
全
世
帯
で
C
O
2
の
削
減

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

各
家
庭
か
ら
毎
月
提
出
さ
れ
る
実
績
デ
ー
タ
を
も
と

に
、C
O
2
発
生
量
と
光
熱
費
を
捉
え
、目
標
に
対
し
省

エ
ネ
活
動
の
結
果
が
ど
う
だ
っ
た
か
、各
家
庭
と
集
落
全

体
で
評
価
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。国

が
進
め
る
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
集
落
全
世
帯
で
目
指

す
活
動
で
す
。

環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス
町
内
会

　

「
森
の
町
内
会
」
活
動
（
東
京
都
）

グ
ラ
ン
プ
リ

大
分
県
立
日
田
林
工
高
等
学
校 

林
産
ク
ラ
ブ

　

「
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
大
分
県
）

準
グ
ラ
ン
プ
リ

鹿
児
島
県 

出
水
市
六
月
田
下
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
鹿
児
島
県
）

準
グ
ラ
ン
プ
リ…

…
…
…
…
…
…

３
団
体
受
賞

京
都
府 

京
都
府
立
桂
高
校

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｆ「
地
球
を
守
る
新
技
術
の
開
発
」班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
京
都
府
）

準
グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　

大
阪
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
、大
阪

府
立
佐
野
工
科
高
等
学
校
自
動
車
部
の
取
組
み
も

受
賞
に
値
す
る
も
の
で
し
た
が
、実
績
の
面
で
後
塵

を
拝
し
た
観
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
惜
し
く
も
受
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、こ
れ
か
ら
も
自
信
を
持
っ
て
取
組
み
を
継
続
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
最
も
僕
が
感
じ
た

事
は「
各
地
域
で
こ
ん
な
に
も
多
種
多
様
な
事
を
や
っ
て

い
る
の
だ
な
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。特
に
、福
井
県
の
団

体
が
発
表
し
た
、竹
の
間
伐
材
を
使
っ
た
床
材
に
は
感
動

さ
え
覚
え
ま
し
た
。里
山
で
今
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
竹
林
被
害
を
解
決
す
る
の
に
、こ
ん
な
方
法
も
あ
る
ん

だ
な
と
、会
場
で
感
心
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
改
善
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、今
回

の
参
加
団
体
の
よ
う
に
、自
分
達
と
違
っ
た
方
法
で
あ

れ
、環
境
保
全
と
い
う
同
じ
志
を
持
つ
も
の
同
士
が
協
力

し
合
っ
て
低
炭
素
作
り
に
励
ん
で
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
な
素
敵
な

催
し
に
参
加
で
き
た
事
に
誇
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、参

加
す
る
に
当
た
っ
て
ご
協
力
頂
い
た
各
関
係
者
様
に
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・
・・
・・
・・
・・
・・

・・・
・・・

Report

主
催
低
炭
素
地
域
づ
く
り
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

移動式炭化炉を開発し、プレゼンテーションに
奮闘した大阪府佐野工科高校メンバーのみなさん

ha

大阪府佐野工科高校メンバーのみなさん

　

低
炭
素
杯（
低
炭
素
地
域
づ
く
り
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
）が
本
年
２
月
５
日（
土
）、６

日（
日
）に
東
京
大
学
・
安
田
講
堂
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
た「
低
炭

素
社
会
」を
築
く
た
め
に
、全
国
各
都
道
府

県
で
さ
ま
ざ
ま
な
温
暖
化
対
策
に
取
組
む

47
団
体
が
集
ま
っ
て
活
動
内
容
を
発
表
し
、

交
流
し
ま
し
た
。

　

取
組
み
を
特
に
評
価
さ
れ
、環
境
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
の
は
次
の
４
団
体
で
す
。

受
賞
団
体
の
取
り
組
み
紹
介

　

大
阪
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し

た
、大
阪
府
立
佐
野
工
科
高
等
学
校
自
動
車

部
の
取
組
み
も
受
賞
に
値
す
る
も
の
で
し

た
が
、実
績
の
面
で
後
塵
を
拝
し
た
観
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
惜
し
く
も
受
賞
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
自
信
を
持
っ
て
取

組
み
を
継
続
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
最
も

僕
が
感
じ
た
事
は「
各
地
域
で
こ
ん
な
に
も

多
種
多
様
な
事
を
や
っ
て
い
る
の
だ
な
」と
い

う
こ
と
で
し
た
。特
に
、福
井
県
の
団
体
が
発

表
し
た
、竹
の
間
伐
材
を
使
っ
た
床
材
に
は

感
動
さ
え
覚
え
ま
し
た
。里
山
で
今
深
刻
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
竹
林
被
害
を
解
決
す
る

の
に
、こ
ん
な
方
法
も
あ
る
ん
だ
な
と
、会
場

で
感
心
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
改
善
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、今
回
の
参
加
団
体
の
よ
う
に
、自
分
達

と
違
っ
た
方
法
で
あ
れ
、環
境
保
全
と
い
う
同

じ
志
を
持
つ
も
の
同
士
が
協
力
し
合
っ
て
低

炭
素
作
り
に
励
ん
で
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う

な
素
敵
な
催
し
に
参
加
で
き
た
事
に
誇
り
を

感
じ
る
と
と
も
に
、参
加
す
る
に
当
た
っ
て
ご

協
力
頂
い
た
各
関
係
者
様
に
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

経
済
活
動
の
発
展
が
環
境
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
原
因
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。開

発=

環
境
破
壊
と
い
う
時
代
か
ら
脱
却
し
、開

発
と
環
境
保
全
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
考
え
ら

れ
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

当
然
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
は
、産
業
振

興
と
環
境
保
全
活
動
が
融
合
さ
れ
な
が
ら
発

展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

分
科
会
は
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
わ

れ
、私
の
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
は
秋
田
県
、岐

阜
県
、熊
本
県
、愛
知
県
、大
阪
府
か
ら
参
加

さ
れ
て
い
た
。活
動
地
域
が
多
様
な
ら
活
動

内
容
も
多
様
で
、グ
ル
ー
プ
で
提
言
を
ま
と

め
る
の
は
無
理
な
こ
と
だ
っ
た
が
、前
日
の
発

表
で
不
明
瞭
だ
っ
た
点
の
質
疑
応
答
が
活
発

に
さ
れ
た
。

　

テ
ー
マ
に
対
し
て
議
論
を
尽
く
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

や
努
力
を
知
っ
た
こ
と
が
、今
後
の
活
動
の
糧

に
な
る
と
感
じ
て
い
る
。生
徒
た
ち
も
、大
阪

大
会
か
ら
全
国
大
会
を
目
標
と
し
て
、不
得

意
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
を
す
る
こ

と
が
で
き
、大
変
良
い
経
験
を
し
た
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
大

阪
府
み
ど
り
公
社
様
を
は
じ
め
、関
係
各
位

の
皆
様
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

低
炭
素
杯
後
は
、
秋
田
県
の
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
製
造
販
売
し
て
い
る
企
業
か

ら
、廃
油
発
電
機
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

ま
た
、福
井
県
の
社
団
法
人
か
ら
本
校
の
見

学
及
び
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。福
井
県
の
授

産
施
設
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
は

移
動
式
高
速
炭
化
炉
の
見
積
も
り
を
依
頼

さ
れ
て
い
る
。

『
低
炭
素
杯
』に
参
加
し
て

坂
本
大
地

低
炭
素
杯
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

分
科
会
に
参
加
し
て

山
田
啓
二
先
生

「
な
に
わ
の
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
!!
温
暖
化
大
作
戦
」
最
優
秀
賞

大
阪
府
立
佐
野
工
科
高
等
学
校
自
動
車
部

健
闘
！

竹とパークを原料としたファイバーボードの開発

集落全員でCO2削減10％を達成しつづける、元気なエコ集落！

在来種のシバを利用した、温暖化・水消費を抑える緑化
システムを提案。

ス
ト
ッ
プ

温
暖
化
大
賞

旭硝子　大阪ガス　岡山県西粟倉村　関西電力
京都工場保健会　ＫＤＤＩ　サラヤ　シスメックス
住友ゴム工業　住友電気工業　千趣会　タツタ電線
ダイキン工業　ダイハツ労連　中国電力　ナカバヤシ
日本紙通商　ハート　村田製作所　ユーエム工業
ワコールホールディングス

（略称・50音順、ほかに２社が社名公表手続中）

関西のサポーター　23社・団体

○
環
境
大
臣
賞 

グ
ラ
ン
プ
リ 

・
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
フ
ィ
ス
町
内
会　
　　

（
東
京
都
）

○
準
グ
ラ
ン
プ
リ 

（
３
団
体
）

・
京
都
府
立
桂
高
校

　

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｆ
「
地
球
を
守
る
新
技
術
の
開
発
」
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
京
都
府
）

・
大
分
県
立
日
田
林
工
高
等
学
校
林
産
ク
ラ
ブ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
分
県
）

・
出
水
市
六
月
田
下
自
治
会　
　
　
　
（
鹿
児
島
県
）



５ ４

エコパーソン ECO PERSON

　
「
低
炭
素
杯
２
０
１
１
」で
大
阪
代

表
と
し
て
出
場
さ
れ
た
大
阪
府
立
佐

野
工
科
高
校
自
動
車
部
。そ
の
舞
台

で
発
表
さ
れ
た「
移
動
式
炭
化
炉
」

以
外
に
も
、「
蒸
気
発
電
自
動
車
」

が
日
本
産
業
技
術
教
育
学
会
主
催

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
作
品
コ

ン
テ
ス
ト
で
４
年
連
続
の
文
部
科

学
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、も
の

作
り
の
技
術
を
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
高
校
で
す
。

　

今
回
は
、同
校
自
動
車
部
で
指
導

を
さ
れ
て
い
る
山
田
啓
次
先
生
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

―

た
く
さ
ん
製
品
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
が
、今
は
何
を
作
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　

池
田
市
の
府
立
園
芸
高
校
か
ら

依
頼
さ
れ
て
、植
物
か
ら
ア
ロ
マ
成

分
を
抽
出
す
る
機
械
を
作
っ
て
い

ま
す
。安
価
で
生
産
効
率
の
い
い
も

の
を
箕
面
の
特
産
品
と
し
て
商
品

化
す
る
試
み
で
、原
料
は
園
芸
高

校
に
生
息
す
る
ヒ
ノ
キ
、ユ
ー
カ

リ
、箕
面
特
産
の
ゆ
ず
。い
ず
れ
も

剪
定
や
搾
汁
後
の
廃
棄
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

香
り
は
人
間
の
心
理
に
大
き
く

作
用
す
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、た
と

え
ば
集
中
力
を
高
め
作
業
効
率
を

上
げ
る
、落
ち
込
ん
だ
気
持
ち
を

上
向
き
に
す
る
、と
い
っ
た
効
果
が

あ
り
ま
す
。僕
は
、現
代
の
も
の
作

り
で
重
視
す
べ
き
な
の
は
人
の
心

理
面
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。農
業
に

し
て
も
環
境
活
動
に
し
て
も
、そ
れ

を
す
る
こ
と
で
人
間
が
五
感
か
ら

受
け
取
る
情
報
の
豊
か
さ
を
重
視

し
て
発
想
す
れ
ば
、人
手
や
資
金
の

不
足
を
打
破
で
き
る
く
ら
い
の
可

能
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ロ
ジ
ー
を
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
条
件
は
、２
つ
あ
る
と
思

い
ま
す
。ひ
と
つ
は
、心
理
的
豊
か

さ
を
追
求
す
る
こ
と
。も
う
ひ
と
つ

は
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

―

エ
コ
ロ
ジ
ー
と
エ
コ
ノ
ミ
ー

を
両
立
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　

端
的
に
、環
境
に
良
く
、た
く
さ

ん
の
人
が
購
入
可
能
な
単
価
の
も

の
を
作
る
こ
と
。こ
れ
は
あ
ち
こ
ち

で
言
わ
れ
て
は
い
ま
す
が
、な
か
な

か
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。そ
れ
ほ
ど

難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
開
発
し
て
い
る「
泉
州
竹
炭
」

商
品
化
の
背
景
は
、近
年
の
竹
の
異

常
繁
殖
で
す
。竹
が
ヒ
ノ
キ
や
杉
を

枯
ら
し
、里
山
の
環
境
バ
ラ
ン
ス
を

崩
し
て
い
ま
す
。た
だ
、竹
を
炭
に

す
る
に
は
丸
２
日
焼
か
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。焼
く
技
術
の
熟
練
も
必

要
で
、収
炭
率
は
炉
に
入
れ
た
竹
の

量
に
対
し
て
３
割
程
度
、慣
れ
て
い

な
い
人
な
ら
１
割
程
度
で
し
ょ
う

か
。そ
れ
で
単
価
が
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

今
回
の
低
炭
素
杯
に
出
品
し
た

「
移
動
式
高
速
炭
化
炉
」で
生
徒
た
ち

が
苦
心
し
た
点
で
す
が
、こ
れ
は
短

時
間
で
焼
く
こ
と
が
で
き
て
、単
価

を
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。床
下
に
入
れ
る
と
Ｃ
Ｏ
２
の
も

と
と
な
る
炭
素
を
炭
と
し
て
固
定
化

す
る
の
で
、大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
な
り
ま
す
。土
壌
改
良
剤
や
家
屋

の
材
料
と
し
て
、企
業
間
取
引
排
出

権
取
引
、グ
リ
ー
ン
マ
イ
レ
ー
ジ
等
の

制
度
を
利
用
し
て
企
業
に
購
入
し
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

―

も
う
ひ
と
つ
の
条
件
、心
理

的
豊
か
さ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
追

求
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

一
言
で
答
え
ら
れ
な
い
問
い
で

す
が
・・・
端
的
に
は
、自
然
に
対
す

る
論
理
的
思
考
能
力
、推
測
能
力
の

備
わ
っ
た
感
性
を
取
り
戻
す
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

家
電
が
な
い
時
代
に
は
、人
は
朝

飯
が
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
昼
飯
の
準

備
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。水
を
汲
み
、火
を
お
こ

し
て
料
理
を
し
、陽
の
高
い
う
ち
に

手
で
洗
濯
を
し
て
干
し
、薪
を
割
っ

て
夜
に
は
焚
い
て
お
風
呂
を
沸
か

す
。つ
ま
り
衣
食
住
の
準
備
と
実
践

だ
け
で
１
日
が
終
わ
っ
て
い
た
の

で
す
。

　

自
然
に
合
わ
せ
た
昔
の
生
活
様

式
を「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」と
い
う
よ

う
で
す
が
、決
し
て
ゆ
っ
く
り
暮
ら

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、常
に
急

い
で
家
事
を
終
わ
ら
せ
、余
暇
の
時

間
も
な
く
、現
代
よ
り
文
字
通
り

「
日
々
の
暮
ら
し
」に
追
わ
れ
て
い

た
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
人
は
、未
然
に
災
害
を

防
ぐ
た
め
に
推
論
を
立
て
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。お
天
道
様
の
動
き
を

読
ま
な
け
れ
ば
、家
事
が
進
ま
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。結
果
的
に
、人
々

の
論
理
的
思
考
力
の
水
準
は
現
代
よ

り
高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

機
械
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
人
間

社
会
は
、よ
り
忙
し
な
く
な
っ
た
と

い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
は

明
ら
か
に
間
違
い
で
す
。機
械
化
に

よ
っ
て
人
間
は
労
働
か
ら
解
き
放

た
れ
、自
由
時
間
が
増
え
た
は
ず
で

す
。し
か
し
、教
育
現
場
に
い
て
思

う
の
で
す
が
、現
代
人
は
自
由
な
時

間
が
増
え
る
一
方
で
、思
考
力
と
感

性
は
落
ち
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。自
由
な
時
間
が
空
虚
に
な

り
、そ
れ
を
埋
め
る
た
め
に
慌
し
く

過
ご
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ
う
い
う
生
活
は
要
ら
な
い
と

感
じ
た
人
が
、余
暇
を
自
然
と
接

す
る
環
境
活
動
に
充
て
、推
進
し
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
え
子
た
ち
を
見
て
い
て
も
、彼

ら
が
目
を
輝
か
せ
る
の
は
、生
活
す

る
上
で
必
要
な
科
学
的
推
論
と
問

題
解
決
能
力
を
鍛
え
ら
れ
る
と
き

な
ん
だ
、と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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今号のエコパーソン

山田 啓次先生
大阪府立佐野工科高校自動車部 顧問

「低炭素杯２０１１」大阪代表　大阪府立佐野工科高校 自動車部

顧問　山田 啓次 先生　インタビュー

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10　

そ
の
後

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト「
ぐ
る
る
る
る
」

　

食
べ
る
こ
と
は「
い
の
ち
の
移
し
か
え
」

人
の
心
理
面
を
大
切
に
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
作
り
を
し
た
い―

。

本
づ
く
り
を
通
し
て
考
え
る

エコロジーとエコノミーの両立を目指して

写
真
は
卓
上
植
物
育
成
装
置『
卓
上
菜
園
』。

４
人
家
族
で
、１
日
１
人
２
枚
食
べ
ら
れ
る
量
が
収

穫
で
き
る
。販
売
価
格
は
市
場
の
４
分
の
１
で
苗
か

ら
育
て
、収
穫
す
る
過
程
で
は
、買
い
物
で
は
働
か
な

い
触
角
や
嗅
覚
が
働
く
。

山里の古民家で教員や教員志望の学生を対象に一
昔前の生活体験学習をしている。推測能力の備わっ
た感性を養う、ひとつの試みである。

古
民
家
を
使
っ
て
の
体
験
学
習

ひ

せ
わ
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博
士
、最
近
屋
根
に
黒
い
板
を
つ

け
た
お
う
ち
を
見
か
け
る
け
ど
、あ
れ

は
な
ん
な
の
？

　
　

あ
ぁ
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
こ
と

だ
ね
。あ
れ
は
太
陽
電
池
と
よ
ば
れ
る

電
池
を
パ
ネ
ル
状
に
な
ら
べ
た
も
の
な

ん
だ
。太
陽
の
光
を
う
け
て
電
気
を
お

こ
す
仕
組
み
に
な
っ
て
る
。で
き
た
電

気
は
お
う
ち
の
中
で
蛍
光
灯
や
エ
ア
コ

ン
に
使
わ
れ
て
る
よ
。

　
　

へ
ぇ
ー

　
　

カ
ン
太
く
ん
は
太
陽
光
発
電
と

い
う
言
葉
を
き
い
た
こ
と
あ
る
か
な
？

　
　

あ
る
あ
る
！

　
　

発
電
の
も
と
に
な
る
の
は
太
陽
の

光
だ
か
ら
、石
油
な
ど
と
ち
が
っ
て
、お

日
さ
ま
が
な
く
な
ら
な
い
限
り
ず
っ
と

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
ね
。こ
う

い
っ
た
自
然
に
あ
る
も
の
を
利
用
し
て
、

く
り
か
え
し
使
っ
て
も
減
る
こ
と
が
な

い
、ま
た
は
使
っ
て
も
元
に
も
ど
す
こ

と
が
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
を
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
よ
ん
で
る
よ
。

　
　

使
っ
て
も
な
く
な
ら
な
い
な
ら
安

心
だ
ね
。ほ
か
に
も
あ
る
の
？

　
　

太
陽
な
ら
光
以
外
に
熱
も
利
用

で
き
る
。ほ
か
に
は
地
球
の
内
側
に
あ

る
熱
、風
・
波
や
潮
の
動
き
な
ん
か
も

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。

　
　

そ
う
い
え
ば
旅
行
に
行
っ
た
と
き

大
き
な
風
車
を
見
た
こ
と
あ
る
よ
。

　
　

風
力
発
電
の
風
車
だ
ね
。自
然
の

風
を
風
車
が
受
け
て
発
電
機
を
ま
わ

す
と
い
う
簡
単
な
仕
組
み
だ
よ
。太
陽

光
発
電
も
風
力
発
電
も
発
電
時
に

C
O
2
を
出
さ
な
い
こ
と
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。そ
れ
に
原
子
力
発
電
み
た

い
に
、ゴ
ミ
を
捨
て
る
方
法
に
困
る
こ

と
も
な
い
ん
だ
。

　
　

い
い
と
こ
だ
ら
け
だ
ね
。

　
　

で
も
問
題
点
も
い
く
つ
か
あ
る

よ
。季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
十
分
な
電

力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、設
備
を
作

る
場
所
が
限
ら
れ
た
り
す
る
。
太
陽

光
発
電
も
設
置
に
は
少
し
費
用
が
か

か
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。
今
は
ま
だ
、設

置
さ
れ
て
い
る
設
備
の
数
が
少
し
な

の
で
、原
子
力
や
火
力
発
電
を
補
う

きみたちのまちにソ
ーラー

パネルをつけている
おうち

はどれだけあるかな
？

しらべてみよう！

さがして
みよう

しらべて
みよう

程
度
な
ん
だ
。

　
　

そ
う
な
ん
だ
。も
っ
と
自
然
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
の
に
。

　
　

そ
う
だ
ね
。カ
ン
太
君
の
暮
ら
す

大
阪
で
も
、淀
川
の
流
れ
を
利
用
し
た

小
規
模
水
力
発
電
で
、地
域
の
人
が
使

う
電
気
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
よ
。
小
さ
な
発
電
機
な
の

で
、巨
大
な
ダ
ム
の
よ
う
に
自
然
環
境

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
工
事
を
し

な
く
て
も
す
む
ん
だ
。

　
　

ほ
ん
と
に
で
き
た
ら
い
い
ね
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
元
々
あ
る

も
の
を
利
用
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
の
地
域
だ
け
で

は
な
く
、地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
じ
ょ
う
ず
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
よ
。

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は
？
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は
？

がくがくがく

にゅうもんにゅうもんにゅうもんの江古川博士
え　　　こ　　がわ　はか　せ

江古川博士
え　　　こ　　がわ　はか　せ

エコ学入門エコ学入門エコ学入門

こども／カン太くん

●使わない部屋の電気は消そう

●ゴミはきちんと分別しよう

●水を出しっぱなしにしないようにしよう

●冷蔵庫を開けっ放しにしない

●家族で地球環境について話し合おう

君にもできるエコロ
ジー

江古川５か条江古川５か条江古川５か条

vol.29 毎月16日は「ストップ地球温暖化デー」
【参考】全国地球温暖化防止活動推進センター

　　　ジャパン・フォー・サステナビリティ

う
ち
エ
コ
診
断
員
養
成
講
習
会
実
施
の
お
知
ら
せ

さ

い

　

せ

い

　

か

　

　

の

う

さ

い

　

せ

い

　

か

　

　

の

う

URL:  http://www.jccca.org/

URL:  http://www.japanfs.org/ 

地球館エコボラ募集！地球館エコボラ募集！
－生き生き地球館で環境のためのボランティアをしませんか？

環境への関心が高くボランティア意欲のある方、ぜひ生き生き地球館で力を発揮していただけませんか。環境をより良く
していくために、現在活躍中の方々と共に、直接・間接的に環境学習活動をサポートいただきます。色々な年代の方と活動
を共にしてみませんか。

随時募集

対　象 大阪市立環境学習センター（愛称：生き生き地球館）で環境のためにお役立ちくださる個人の方（高校生以上）

○研修および勉強会
　新規登録者には、生き生き地球館の概要説明と展示見学説明を
　受けていただきます。また常に更新する環境情報にキャッチアッ
　プし、環境活動に関する知識やノウハウを相互に高め合っていた
　だくための、研修・勉強会・意見交換会などを設けます。

○活動経費
　交通費実費。（ただしボランティア活動の準備～実施など生き生き
　地球館が認めた場合に限ります。）

○応募方法
　FAX・はがき・メール（event@chikyukan.com）にて、住所、氏 
　名、年齢、電話番号、メールアドレス、応募動機、特に関心のある事
　柄、得意なことを記載し応募ください。様式は自由です。

○選　考
　書類審査の上、面接を実施し結果を連絡いたします。

■ お問合せ・応募
大阪市立環境学習センター 「エコボラ」係（担当：掛川、川本）
〒538-0036　大阪市鶴見区緑地公園2番135号
ＴＥＬ 06-6915-5801　FAX 06-6915-5805
E-mail　event@chikyukan.com

ボランティア活動例

○展示案内による来館者の環境学習サポート（月1回以上）
○図書室の管理・運営サポート（月1回以上）
○生き生き地球館月刊情報誌「なちゅらる」の発送作業
　（年1回以上）

館内で活躍する！

講座で活躍する！
○環境学習イベント
○講座のサポートや実施（企画～開催）

事務作業から、展示案内や各種事業のサポート、主体的な
イベント企画まで、様々な関わり方をしていただけます
が、以下に回数を記した活動は、全員の方に最低限お願い
しています。

　今年度より大阪府地球温暖化防止活動推進センターでは、家庭部門からの温室効果ガス排出量削減対策・施策を
進めるため、大阪府内の希望家庭に対し「うちエコ診断」を行います。「うちエコ診断」では、家庭における
CO2の見える化の推進と、各家庭のライフスタイルに応じたCO2削減対策にかかる費用、また省エネにより
節約される経費等を勘案したCO2削減対策の提案を行ないます。これまでの普及啓発活動より一歩踏み込んだ
地球温暖化防止活動として「うちエコ診断」を展開するため、このたび、「うちエコ診断員」を育成する「うちエコ
診断員養成講習会」を下記の通り実施します。この機会に是非、受講されますようご案内申し上げます。

※詳細については変更する場合がありますので、ご了承ください。

必要書類（当社ホームページよりダウンロードしてください）に必要事項を記入して、下記までお送りください（８月９日必着）

〒541-0054　大阪市中央区南本町二丁目１番８号　創建本町ビル５階　TEL：06-6266-1271　FAX：06-6266-8665
財団法人大阪府みどり公社　環境部　奥出まで

定　員　30名程度

日　時　平成22年8月17日（火）～ 18日（水）
　　　　10：00 ～ 17：00
　　　　※連続する二日間で実施します。

場　所　大阪府環境農林水産総合研究所　
　　　　大阪府環境情報プラザ　研修室
　　　　〒537-0025　大阪市東成区中道1-3-62

認　定 

対象者

「うちエコ診断員養成講習会」では最終日に、
うちエコ診断員認定用卒業試験を実施します。
合格者のみ「うちエコ診断員」に認定いたします。
なお、合否結果は講習会終了後に選考を行い、
後日、参加者全員にご案内いたします。

●うちエコ診断員として積極的に活動に従事できる
　方（今年度ひとり20件程度）
●診断を受ける者と良好なコミュニケーション
　が可能である方
●地球温暖化問題及び省エネ・新エネの基礎知識を
　有している方
●PC・プリンタの機器を容易に操作でき、E-mail
　を利用できる方（診断にはモバイルノートPC・
　モバイルプリンタを10台程度貸与可能）

プログラム

お
申
込

※うちエコ診断員養成講習会ではパソコンを使用しますので、ノートパソコンを持参してください。ノートパソコンを持参できない方は、事前にご相談ください。

○応募多数の場合、書類選考を通過された方のみご連絡いたしますのでご了承ください。

「うちエコ診断」についての詳細は、本誌P.2～P.5の特集記事をご覧ください。

推
進
員
の
活
動
報
告

　私は環境経営に関連した仕事を営んでいますが、そ
の中で日本国内のCO2の排出量削減が、家庭部門におい
てなかなか進んでいない現状を知り、その大きな原因
が、個人に悪気はないが意識ができていないことにあ
る、と感じていました。そんな折、大阪府の推進員とし
て他の活動をしている際、センターの方からこの「うち
エコ診断員」のご紹介を受け、お役に立てるのであれば
と応募しました。

 これまで何軒か診断させていただきましたが、診断を
受けられる方は比較的環境意識の高い方々が多く、意
識の面では十分理解があります。その上で、更なる具体
的対策について、以下の様なご質問を受けました。
・エコ家電購入の際の注意点や費用対効果
・エアコンはどの様なものを入れたら良いか
・「給湯」「自家発電」等の対策は電気中心とガス中心
　のどちらが良いか

大阪府地球温暖化防止活動推進員　末広 晃久 氏うちエコ診断　診断員としてうちエコ診断　診断員としてうちエコ診断　診断員として

・「太陽光発電」「太陽熱利用」どちらが良いか など
 これらの問題は生活に直結しており重要なもので、診
断する側も幅広いテクニカルな知識が必要なので、今後
の課題と言えます。また、お金をかけない取組みや、
「見える化」についての提案も行いました。
・お子様の部屋でコンセントにエコメータをつけ、   
　お小遣いと連動させる
・夏場の冷房と部屋（建物全体）の風通しとの比較
・暖房時の室内の還流 など
　うちエコ診断の結果や取組みが、各家庭にとって負
担にならないように、日々の生活の中で自然に意識で
きるようなアドバイスを心掛けています。

　大阪府ではまだ始まったばかりの取組みですが、環
境意識の向上が、温暖化防止対策にも家庭の家計にも
貢献される様に、センターの方々と共にこの取組みを
育てていこうと思っています。
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いろいろな再生可能エネルギー

●日本で再生可能エネルギーは何％を占めている？

　（ファイル）図１

　 図１の注
　 008年度のエネルギー源別の発電電力量の割合
　（再生可能エネルギーは「自然エネルギー白書2010」よ
り、それ以外は「EDMCエネルギー・経済統計要覧2010」よ
り推計）

●日本の目標は・・・

　2020年に一次エネルギー供給の9.0％を水力・地熱・新
エネルギー等
（水力3.4％、地熱0.1％、新エネルギー等5.5％）による
供給で賄うことを目指しています。

参考：経済産業省「長期エネルギー需給見通し（再計算）
」(2009年)
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再生可能エネルギーは「自然エネルギー白書2010」より、
それ以外は「EDMCエネルギー・経済統計要覧2010」より推計

参考：経済産業省
       「長期エネルギー需給見通し（再計算）」(2009年)
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キャンプボランティア・リーダー

大募集
キャンプボランティア・リーダー

大募集

2010年度 国際グリーンスカウト
2010年度 国際グリーンスカウト

社団法人アジア協会アジア友の会
Japan Asian Association & Asian Friendship Society (JAFS)

　アジアの人々のネットワークによる国際民間協力団体（NGO：Non Governmental Organization）です。生命にとって最も大
切な水、飲料水の欠乏が深刻なアジアに井戸を贈る運動として1979 年に活動がスタートしました。
　安全な飲料水（井戸）供給のほか、植林、教育、生活向上などの様々な自立開発協力事業、国際交流活動（ワークキャンプ等）の推進、
国際理解教育、また地球の自然環境保全活動を、アジア１８カ国で行っています。

社団法人アジア協会アジア友の会
　アジアの人々のネットワークによる国際民間協力団体（NGO：Non Governmental Organization）です。生命にとって最も大切な水、飲料水の
欠乏が深刻なアジアに井戸を贈る運動として1979年に活動がスタートしました。安全な飲料水（井戸）供給のほか、植林、教育、生活向上などの様々
な自立開発協力事業、国際交流活動（ワークキャンプ等）の推進、国際理解教育、また地球の自然環境保全活動を、アジア１８カ国で行っています。

そんなあなたを待っています♪

 子どもが好き！ 

 環境保全がしたい！国際的な視野を
広げたい！

社団法人アジア協会アジア友の会（担当 : 松井）
Japan Asian Association & Asian Friendship Society (JAFS)

　和歌山県新宮市で開催する自然学校「土と水と緑の学校」。カヌーや磯観察、滝までのハイキングなど
学びながら体験できるプログラムのボランティアとして、食事の準備やプログラムの補助をします。

キャンプボランティアとは…

　年間を通じて、小・中学校を対象に環境教育キャンプを行います。その際の指導者（＝キャンプリー
ダー）としての役割を担います。野外での自炊やテントでの宿泊を経験。
　これまでも多くの学生や社会人が参加し、研修で経験値を積み重ねながら、自然・環境・子どもとの
ふれあいなどを学び、日常の生活だけでは得られないものを吸収しています。

キャンプリーダーとは…

グリーンスカウトブログ
http://green.ap.teacup.com/gskouhou/

自然が好き！

2010年8月6日（金）～8月14日（土）の間2泊以上できる18歳以上の男女を募集！

随時募集！！（先着順）まずはお電話ください。

〒550-0002　大阪市西区江戸堀1-2-16 山下ビル4階
TEL 06-6444-0587　FAX 06-6444-0581
ホームページ http://www.jafs.or.jp/

お申込み・お問合せは

10：00
10：30

10：35

12：00
13：00
14：30
15：30
16：30
17：00

あいさつ
温暖化防止活動～うちエコ診断事業について
診断事業の流れ、環境教育、効果測定等
 
診断ソフトの詳細説明
診断のポイント
講義の追体験（診断ロールプレイ）
養成講義（質問時間）
まとめのあいさつ

受　付
1日目開会

講　義

昼休憩
体　験
講　義
体　験
講　義
1日目終了

10：00
10：10
11：30
12：00
13：00
14：00
15：00
15：50
17：00

あいさつ
養成講義
講義の追体験（家庭のCO２排出について）
 
講義の追体験（環境機器紹介）
診断管理体制について
効果測定、まとめ
卒業試験

2日目開会
講　義
講　義
昼休憩
講　義
講　義
講　義
終　了
閉　会

※昼休憩以外にも適宜休憩が入ります。

時　刻　　　項　目 　　　　　内　　　　　　　容

時　刻　　　項　目 　　　　　内　　　　　　　容

▼
１
日
目　

８
月
17
日
火

▼
２
日
目　

８
月
18
日
水

日 程

場 所

内 容

参 加 費

2011年4月24日    ※  　締切：4月15日　
阪急梅田駅集合・解散

吹田市青少年野外活動センター

2,000円　
（昼食費・プログラム材料費・集合から解散までの交通費含む）

2011年5月１4日　 ～5月15日　 ※　 締切：5月6日
ＪＲ京橋駅前集合・解散

大東市立青少年野外活動センター

5,000円　
（宿泊・3食費・プログラム材料費・集合から解散までの交通費含む）

土 日日

Japan Asian Association & Asian Friendship Society (JAFS)

社団法人アジア協会アジア友の会 (国際グリーンスカウト担当：松井)

TEL. 06-6444-0587まで（先着順）
募 集 お申込

社団法人アジア協会アジア友の会（JAFS）のイベント情報

18歳以上の男女（各回20名限定）　
アウトドア初めての学生も大歓迎！
※回毎の参加も可能

①日帰りＤＡＹキャンプ ②１泊２日キャンプ

野外炊さん
焚き火を囲んできりたんぽ
手作り棒バーグ
ピザ窯で手作りピザなど

野外炊さん
イタリアンパスタ
スープ
手作り棒パンなど

お楽しみクラフト
ハイキング、ロープワーク
ナイトハイク
アイスブレイクゲーム
ロッジハウス泊

竹のカップと鳥の声がする

バードコールクラフト、

アイスブレイクゲーム

キャンプキャンプ

アウトドア・エコキャンプ

青空青空
入門！

　4月24日に日帰りで、5月14日～15日
に1泊2日でキャンプを行います。今回は、
「入門！青空キャンプ」と題して、アウト
ドアが初めての方でも、楽しみながら野外
での自炊やクラフトなどを行うプログラム
です。
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